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太
陽
の
恵
み
が
い
っ
ぱ
い
！
益
田
産
ト
マ
ト
の
出
荷
が
始
ま
る

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
（
田
村
清
己
本
部
長
）
は
４
月
19
日
、
益
田
市
飯
田
町
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
飯

田
選
果
場
で
、
山
本
浩
章
益
田
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
を
来
賓
に
招
き
、
令
和
６
年
産
春
作
ト
マ
ト
の
初
出
荷
式

を
行
な
い
ま
し
た
。

開
式
に
あ
た
り
田
村
本
部
長
は
「
一
週
間
遅
れ
と
な
っ
た
が
太
陽
の
恵
み
を
い
っ
ぱ
い
受
け
た
益
田
産
ト
マ
ト
の
出
荷

が
始
ま
る
。
昨
年
愛
知
県
へ
の
視
察
を
行
う
な
ど
技
術
の
向
上
に
向
け
た
部
会
の
皆
さ
ん
の
気
運
の
高
ま
り
を
感
じ
る
。

今
年
も
良
い
ト
マ
ト
を
出
荷
し
て
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
・
市
場
・
行
政
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
益
田
産
ト
マ
ト
の
知

名
度
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
宜
し
く
お
願
い
す
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
益
田
ト
マ
ト
部
会
の
金
山
千
年
部
会
長
は
「
初
出
荷
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
ホ
ッ

と
し
て
い
る
。
本
日
出
荷
さ
れ
た
ト
マ
ト
は
昨
年
12
月
の
播
種
か
ら
４
か
月
以
上
生
産
者
の
手
で
大
切
に
育
て
ら
れ
今
日

を
迎
え
た
。
２
月
・
３
月
の
悪
天
候
に
よ
っ
て
厳
し
い
状
況
も
あ
っ
た
が
生
産
者
の
努
力
と
、
４
月
に
入
っ
て
か
ら
の
好

天
に
よ
っ
て
、
し
っ
か
り
と
味
の
あ
る
美
味
し
い
ト
マ
ト
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
ト
マ
ト
は
季
節
に
よ
っ
て
味
わ

い
や
食
感
も
変
化
し
て
く
る
の
で
そ
の
違
い
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
山
本
市
長
は
挨
拶
で
「
益
田
産
ト
マ
ト
は
品
質
・
食
味
の
評
価
が
非
常
に
高
い
。
こ
れ
ま
で
資
材
価

格
・
肥
料
価
格
・
燃
料
価
格
等
上
が
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
値
が
つ
い
て
生
産
者

の
所
得
向
上
、
ま
た
市
内
の
経
済
循
環
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
今

年
も
暑
い
夏
が
予
想
さ
れ
る
の
で
生
産
者
・
選
果
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
体
調
管
理
に

し
っ
か
り
と
気
を
付
け
て
品
質
の
良
い
益
田
産
ト
マ
ト
を
生
産
し
流
通
ル
ー
ト
へ
乗
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
関
係
各
位
に
は
力
を
合
わ
せ
て
益
田
ト
マ
ト
の
更
な
る
発
展
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

出
荷
式
終
了
と
同
時
に
選
果
場
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
選
果
さ
れ
た
ト
マ
ト
は
、
待
ち
構

え
た
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
た
後
、
関
係
者
が
見
守
る
中
、
市
場
へ
と
送
ら
れ
ま
し
た
。

担
当
す
る
西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
経
済
部
指
導
販
売
課
の
森
本
大
史
課
長
は
「
夏
作
か

ら
秋
作
へ
の
僅
か
な
端
境
期
を
挟
ん
で
年
末
ま
で
の
長
丁
場
と
な
る
。
市
場
動
向
を
見
守
り
な

が
ら
生
産
者
の
手
取
り
を
第
一
に
考
え
、
有
利
販
売
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

益
田
ト
マ
ト
部
会
は
令
和
６
年
産
ト
マ
ト
の
年
間
目
標
に
出
荷
数
量
６
１
３
ト
ン
、
販

売
金
額
２
億
円
を
掲
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

関係者全員で今年産初のトマトを送り出しました。

田村清己本部長
挨拶

益田トマト部会
金山千年部会長挨拶

収穫が始まった小崎功副部会長の養液栽培連棟ハウス…「生育は順調！」
５月下旬から６月中旬をピークに美味しい益田トマトの出荷が続きます。
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恒
例
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
「
米
一
握
り
運
動
」

家
畜
人
工
授
精
優
良
技
術
発
表
全
国
大
会
で
発
表

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
（
元
岡
タ
ツ
子
部
長
）
は
４
月
４

日
・
５
日
の
両
日
、「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
米
一
握
り
運
動
」
の
取

り
組
み
で
集
ま
っ
た
お
米
を
、
管
内
の
福
祉
施
設
や
子
ど
も
食
堂
へ

届
け
ま
し
た
。

「
米
一
握
り
運
動
」
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
基
本
理
念
に
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

女
性
部
（
高
橋
美
佐
子
部
長
）
が
県
下
で
取
り
組
み
を
進
め
る
も
の

で
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
の
運
営
者
（
団
体
）
へ
の
支
援

を
通
じ
て
、
心
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
、
県
下
の
女
性
部
員
が
持
ち
寄
っ
た
お
米
を
要
望
の
あ
っ

た
施
設
・
団
体
に
届
け
て
い
ま
す
。

今
回
５
カ
所
の
施
設
・
団
体
を
訪
問
し
た
元
岡
部
長
は
、
こ
の
活

動
の
主
旨
に
触
れ
た
後
「
し
っ
か
り
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら

う
こ
と
が
一
番
の
願
い
で
す
」
と
手
渡
し
ま
し
た
。

２
月
15
日
、
東
京
都
千
代
田

区
大
手
町
の
日
経
ホ
ー
ル
で
、

第
52
回
家
畜
人
工
授
精
優
良
技

術
発
表
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
、「
牛
の
繁
殖
成
績
を
向
上

さ
せ
よ
う
！
」
を
大
会
テ
ー
マ

に
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
11
人
の

技
術
者
が
、
日
常
業
務
を
通
し

て
得
た
貴
重
な
知
見
や
調
査
研

究
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区

本
部
営
農
経
済
部
西
部
畜
産
課
の
下
瀬
将
司
職
員
も
、
島
根
県
家
畜
人
工
授
精
師
協
会
石

西
支
部
を
代
表
し
て
「
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
『
う
っ
か
り
を
カ
バ
ー
し
ま
す
！
』
和
牛
繁

殖
巡
回
指
導
の
取
り
組
み
、
10
年
後
の
今
」
と
題
し
発
表
を
行
な
い
ま
し
た
。

家
畜
診
療
所
・
島
根
県
・
市
町
と
連
携
し
た
巡
回
体
制
や
繁
殖
成
績
を
振
り
返
り
、
西

い
わ
み
管
内
の
２
千
頭
を
超
す
繁
殖
雌
牛
に
対
す
る
繁
殖
管
理
シ
ス
テ
ム
を
基
に
し
た
巡

回
と
、
受
精
卵
移
植
を
活
用
し
た
肉
用
牛
改
良
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
、「
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
検
査
等
新
た
な
技
術
が
導
入
さ
れ
改
良
の
ス
ピ
ー
ド
は
加
速
し
て
い
る
。
引
き
続

き
農
家
が
安
心
し
て
牛
を
飼
え
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
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充
実
し
た
活
動
で
思
い
出
に
残
る
令
和
５
年

第
63
回
中
西
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
コ
ン
ペ
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
北
仙
道
支
部
（
渡
邊
育
子

支
部
長
）
は
３
月
28
日
、
赤
雁
町
の
赤
雁
八
幡
宮
舞
殿
に
お

い
て
令
和
５
年
度
の
総
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
年
は
境
内
の
桜
の
開
花
も
遅
れ
肌
寒
い
花
冷
え
の
中
、

会
員
12
人
が
出
席
し
令
和
５
年
度
の
取
り
組
み
や
参
加
し
た

行
事
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
収
支
金
額
が
活
動
に
伴
う
適
正

な
処
理
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

渡
邊
支
部
長
は
開
会
に
あ
た
り
「
久
し
ぶ
り
の
会
で
も
あ

り
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
進
め
た
い
。
待
ち
望
ん
で
い
た
桜
の
開

花
も
遅
れ
、
少
し
残
念
だ
が
総
会
終
了
後
の
花
見
会
で
は
み

ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
令
和
５
年
は
様
々
な
事

業
に
取
り
組
ん
だ
の
で
皆
さ
ん
も
忙
し
か
っ
た
と
思
う
。
し

か
し
思
い
出
に
残
る
一
年
だ
っ
た
」
と
活
動
を
振
り
返
り
挨

拶
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
益
田
東
支
店
の
大
庭

伸
次
支
店
長
は
挨
拶
で
「
総
会
資
料
に
１
ペ
ー
ジ
半
に
わ
た

る
活
動
報
告
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
西
い
わ
み
女
性
部
の
中

で
も
誇
れ
る
活
発
な
支
部
活
動
だ
と
思
う
。
中
で
も
８
月
26

日
に
開
催
し
た
益
田
東
支
店
感
謝

祭
で
披
露
さ
れ
た
ス
コ
ッ
プ
三
味

線
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
令
和
６

年
度
も
同
様
の
イ
ベ
ン
ト
等
計
画

が
あ
る
の
で
是
非
と
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
、
日
頃

の
Ｊ
Ａ
利
用
に
対
す
る
感
謝
の
意

を
伝
え
ま
し
た
。

中
西
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
岡
﨑
定
佳
会
長
）は
４
月
13
日
、萩
・

石
見
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
第
63
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行

い
ま
し
た
。

毎
年
２
回
の
定
期
的
な
開
催
を
心
待
ち
に
す
る
会
員
も
多

く
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
こ
の
日
は
参

加
者
30
人
が
８
組

に
分
か
れ
て
ス

タ
ー
ト
し
、
和
や

か
な
中
に
も
プ

レ
ー
は
真
剣
で
お

互
い
の
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
や
絶
妙

な
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ

に
歓
声
が
上
が
る

場
面
も
あ
り
ま
し

た
。ホ

ー
ル
ア
ウ
ト

後
の
表
彰
式
に
お

い
て
、
岡
﨑
会
長

か
ら
優
勝
し
た
中

島
恭
一
さ
ん
へ
優

勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
と

副
賞
の
し
ま
ね
和

牛
肉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

参加した行事や積極的に取り組んだ活動をみんなで振り返りました。料理自慢の会員持ち寄りの手料理がテーブルいっぱいに並べられ花見会の始まりです！

境内の桜は三分咲き、
１２輪の花との競演は叶いませんでした。

優勝した中島恭一さん（左）と
岡﨑定佳会長（右）
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令
和
６
年
度
事
業
進
発
式
を
行
な
い
ま
し
た

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
は
４
月
20

日
、
益
田
市
元
町
の
益
田
市
立
市
民
学
習
セ
ン

タ
ー
で
全
役
職
員
が
出
席
し
令
和
６
年
度
事
業
進

発
式
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
田
村
清
己
本
部
長
は
挨
拶
で
、

「
日
々
の
研
鑽
が
人
格
形
成
に
大
き
く
作
用
す
る

と
信
じ
て
い
る
」
と
し
て
、
農
林
中
金
か
ら
の
配

当
金
の
減
少
や
規
制
改
革
に
よ
る
共
済
推
進
の
あ

り
方
を
将
来
の
危
機
と
し
て
挙
げ
、
営
農
指
導
強

化
に
よ
る
農
業
所
得
の
向
上
を
原
点
と
す
る
Ｊ
Ａ

利
用
率
の
拡
大
な
ど
、
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
の

手
段
と
し
て
と
る
べ
き
五
つ
の
「
策
」
に
つ
い
て

語
り
、
本
部
長
就
任
以
来
職
員
に
語
り
続
け
て
い

る
仕
事
に
向
き
合
う
姿
勢
や
考
え
方
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

続
い
て
今
年
度
の
新
入
職
員
５
人
が
、
決
意
に

併
せ
自
己
紹
介
と
初
任
部
署
の
報
告
を
行
な
い
、

西
い
わ
み
地
区
本
部
各
事
業
部
門
の
担
当
部
長
が

令
和
６
年
度
事
業
方
針
の
説
明
を
行
な
い
ま
し

た
。組

合
員
の
皆
さ
ん
と
よ
り
身
近
に
接
す
る
機
会

の
多
い
各
支
店
か
ら
は
、
６
人
の
支
店
長
を
中
心
に

そ
れ
ぞ
れ
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
決
意
表
明
を
行
な

い
目
標
の
必
達
を
誓
い
ま
し
た
。
最
後
に
「
ガ
ン
バ

ロ
ウ
」
を
三
唱
し
全
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
令
和

６
年
度
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部　

下
本
郷
支
部
総
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
下
本
郷
支
部
（
小
方
美

津
子
支
部
長
）
は
４
月
14
日
、
下
本
郷
町
の
ふ
れ
あ
い
会

館
に
お
い
て
令
和
５
年
度
の
総
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
西
い
わ
み
地
区
本
部
椋
木
鉄
也

統
括
部
長
よ
り
「
Ｊ
Ａ
基
本
目
標
で
あ
る
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
下
本
郷
女
性
部
の
積
極
的
な
活
動
に
感
謝
し
て

い
る
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
イ
デ
ア
満
載
の
下
本
郷
女
性

部
が
、
今
日
は
ど
ん
な
こ
と
を
計
画
し
て
お
ら
れ
る
の
か

楽
し
み
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
活
動
報
告
と
会

計
報
告
の
後
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
の

小
物
入
れ
の
作
成
、
肩
こ
り
や
転

倒
防
止
対
策
の
体
操
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
簡
易
版
モ
ル
ッ
ク
に
よ
る

ゲ
ー
ム
を
男
性
の
地
区
世
話
人
も

一
緒
に
な
っ
て
行
な
い
、
終
始
笑

顔
と
歓
声
が
絶
え
な
い
総
会
と
な

り
ま
し
た
。
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水
稲
中
干
し
講
習

①�

当
面
の
間
は
、
浅
水
間
断
潅
水
を
基
本

と
す
る
。

　

�

水
の
た
め
っ
ぱ
な
し
は
藻
や
ガ
ス
の

発
生
の
元
と
な
り
、
根
を
弱
ら
せ
る
原

因
と
な
る
。

②�

茎
数
が
１
株
当
た
り
18
本
程
度
（
き
ぬ

む
す
め
は
16
本
程
度
）
に
な
っ
た
ら
中

干
し
を
行
い
、
倒

伏
の
軽
減
に
努
め

る
。

※�

中
干
し
は
、
田
面

に
小
さ
な
ひ
び
割

れ
を
生
じ
る
程
度

ま
で
行
う
。

　

�

中
干
し
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
根
の

張
り
を
良
く
し
、

窒
素
吸
収
量
を
減

ら
す
こ
と
で
無
効

分
げ
つ
の
発
生
を

防
ぐ
。

③�

中
干
し
終
了
後

は
、
根
に
急
激
な

刺
激
を
与
え
な
い

よ
う
、
走
り
水
を

１
～
２
回
行
い
、

そ
の
後
は
、
再
び

間
断
潅
水
と
す
る
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
部
米
穀
課

島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所

④
出
穂
期
前
に
は
、
湛
水
管
理
と
す
る
。

２
．
追　
　
　
肥

　
ケ
イ
酸
、
加
里
等
の
肥
料
を
施
用
し
、

窒
素
肥
料
の
追
肥
は
原
則
と
し
て
行
わ
な

い
。
た
だ
し
、
き
ぬ
む
す
め
は
、
葉
色
が

薄
か
っ
た
り
、
茎
数
が
少
な
い
場
合
に
限

り
、窒
素
成
分
で
１
㎏
／
10
ａ
施
用
す
る
。

〈
ケ
イ
酸
・
加
里
資
材
の
施
用
時
期
〉

　
出
穂
30
～
40
日
前

〈
施
用
量
と
施
用
資
材
〉

○
ホ
ス
ビ
タ
20
㎏
／
10
ａ

　
（
ケ
イ
酸
、
苦
土
、
リ
ン
酸
な
ど
補
給
）

○
珪
酸
加
里
20
㎏
／
10
ａ

　
（
ケ
イ
酸
、
苦
土
、
加
里
な
ど
補
給
）

※
効
果

　
加
里
は
日
照
不
足
の
場
合
に
光
合
成
促

進
の
効
果
が
あ
り
、倒
伏
防
止
に
役
立
つ
。

　
ケ
イ
酸
は
登
熟
向
上
や
イ
ネ
の
体
を
硬

く
し
、
倒
伏
防
止
の
効
果
が
あ
る
。

　
鉄
は
根
を
丈
夫
に
す
る
効
果
が
あ
る
。

３
．
除　
　
　
草

（
ヘ
ル
シ
ー
米
圃
場
に
は
、
使
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、農
薬
散
布
時
期
は
、

全
て
移
植
栽
培
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。）

　
５
月
下
旬
田
植
え
で
は
薬
害
の
危
険
が

あ
る
た
め
、
中
期
除
草
剤
は
使
わ
な
い
。

１
．
水　
管　
理（田植え時期と中干し時期のめやす） （期間のめやす）

田植え時期 中干し開始時期 中干し期間
４月末～５月上旬 田植え後40～45日頃 砂質土 ５日間程度

５月中旬 田植え後35～40日頃 壌質土 ５～７日程度
５月下旬 田植え後30～35日頃 粘質土 ７日間程度

⑴
中
期
除
草
剤

例
）�

○�

セ
カ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ト
Ｓ
ジ
ャ
ン

ボ
Ｍ
Ｘ

　
　

�

移
植
後
14
日
～
ノ
ビ
エ
3
・
5
葉

期
。
た
だ
し
収
穫
45
日
前
ま
で
。

⑵
中
・
後
期
除
草
剤

例
）
○�

バ
サ
グ
ラ
ン
粒
剤
（
ナ
ト
リ
ウ

ム
塩
）

　
　

�

移
植
後
15
日
～
55
日
。
た
だ
し
収

穫
60
日
前
ま
で
。

　
　

�

落
水
散
布
又
は
、
ご
く
浅
く
湛
水

し
て
散
布
。

例
）
○
ハ
イ
カ
ッ
ト
1
キ
ロ
粒
剤

　
　

�

移
植
後
15
日
～
ノ
ビ
エ
3
・
5
葉

期
。
た
だ
し
収
穫
60
日
前
ま
で
。

　
　

�

湛
水
散
布
又
は
無
人
航
空
機
に
よ

る
散
布
。

例
）
○
ウ
ィ
ー
ド
コ
ア
１
キ
ロ
粒
剤

　
　

�

移
植
後
７
日
～
ノ
ビ
エ
４
葉
期
。

た
だ
し
収
穫
60
日
前
ま
で
。

　
　

�

湛
水
散
布
又
は
無
人
航
空
機
に
よ

る
散
布
。

⑶
ヒ
エ
対
策

例
）
○
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
1
キ
ロ
粒
剤

◦
10
ａ
当
た
り
１
㎏
の
場
合

　
移
植
後
７
日
～
ノ
ビ
エ
４
葉
期
。

◦
10
ａ
当
た
り
１
・
5
㎏
の
場
合

　
移
植
後
25
日
～
ノ
ビ
エ
５
葉
期
。

と
も
に
収
穫
30
日
前
ま
で
。

⑷
ア
オ
ミ
ド
ロ
、
ウ
キ
ク
サ
対
策

例
）
○
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤

　
　

�

発
生
始
め
～
発
生
盛
期
。
た
だ
し

収
穫
45
日
前
ま
で
。

４
．
病
害
虫
防
除

水
　
稲

★
葉
い
も
ち
防
除

○�

置
き
苗
は
い
も
ち
病
の
発

生
源
と
な
る
の
で
、
早
急

に
取
り
除
く
。

○�

病
兆
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ

に
い
も
ち
防
除
用
の
粉
剤

を
散
布
す
る
。

○�

長
期
持
続
型
の
箱
剤
（
ス

タ
ウ
ト
ア
レ
ス
箱
粒
剤

等
）
を
施
用
し
て
も
条
件

に
よ
っ
て
は
、
い
も
ち
病

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
。

★
カ
メ
ム
シ
予
防

○
稲
の
出
穂　
日
前
ま
で
に
、

畦
畔
や
水
田
周
辺
の
草
刈

り
を
徹
底
す
る
。

・�

斑
点
米
の
原
因
と
な
る
カ

メ
ム
シ
類
は
、
出
穂
し
た

イ
ネ
科
雑
草
な
ど
で
増
殖

す
る
。

・�

一
斉
草
刈
を
行
う
と
効
果

的
！

○�

雑
草
の
除
去
に
よ
り
カ
メ

ム
シ
の
密
度
は
低
下
す

る
。

○�

出
穂
後
の
草
刈
り
は
、
カ

メ
ム
シ
類
を
水
田
へ
追
い

込
む
こ
と
と
な
り
逆
効
果

と
な
る
。

★
そ
の
他

○�

苗
箱
処
理
の
ル
ー
チ
ン
エ

キ
ス
パ
ー
ト
箱
粒
剤
は
、

紋
枯
病
の
防
除
効
果
が
あ

る
。

米麦水分計の点検整備について水稲生産者の皆様へ

米出荷時の乾燥調製の品質向上を図るため、
米麦水分計の点検修理を行います。

提出
期限

令和令和
6年6年 77月月11日日㈪㈪

点検対象機種につきましては
◎株式会社ケット科学研究所　◎静岡製機株式会社
の2社の水分計のみとさせていただきます。ご理解・ご協力をよろしく
お願いいたします。
最寄りの支店・経済課・営農センター・農機センターへご提出ください。
左記の期限を過ぎての点検は点検料が上がりますのでご了承ください。JAしまね西いわみ地区本部　

営農経済部米穀課 TEL 0856-23-1911　JA全農島根農機サポート㈱ 西いわみ営業所 TEL 0856-31-5255
お問い
合せ先
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主　　催　益田西部農地開発地区営農組合
問合せ先　ＪＡしまね 西いわみ地区本部 営農センター　ＴＥＬ.0856-23-1911

西部開パイ西部開パイ
農産物の即売会
開パイで採れた新鮮な果物・野菜を販売します

農産物の即売会
開パイで採れた新鮮な果物・野菜を販売します

6/16㈰9：00～11：00

6/16㈰9：00～11：00ところ／益田市立開発地営農研修センター駐車場（益田市喜阿弥町）

JAしまね
西いわみ地区本部
中西支店

◎書類がお手元に届いたら
令和６年産水稲生産実施計画書の内容をもとに、
交付対象に該当されると思われる農業者の方に対
し個別に申請書を郵送していますので、申請され
る方は、提出期限までに書類をご提出ください。
　
◎申請に必要な書類
①経営所得安定対策等交付金申請書
②令和６年産水稲生産実施計画書（本人控え）
③交付金振込先の通帳の写し

◎申請受付期間
令和６年４月下旬ごろ～

令和６年６月28日㈮※必着
※�提出期限は、各地域農業再生協議会で異なりま
すのでご確認ください。

◎提出先・問い合わせ先
お近くの地域農業再生協議会まで、お気軽に問い
合わせください。

〒698-8650　益田市常盤町1-1
益田市農業再生協議会事務局
（市農林水産課内）� ☎0856-31-0316

〒699-5605　鹿足郡津和野町後田ロ64-6
津和野町農業再生協議会事務局
（津和野町役場農林課内）� ☎0856-72-0653
　
〒699-5301　鹿足郡吉賀町柿木500-1
吉賀町農業再生協議会事務局
（吉賀町役場柿木庁舎産業課内）� ☎0856-79-2213

□�経営所得安定対策では、担い手農家の経営の安定に資するよう、諸外国との
生産条件の格差から生ずる不利を補正する交付金（ゲタ対策）と、農業者の
拠出を前提とした農業経営のセーフティネット対策（ナラシ対策）を実施し
ています。
□�さらに、飼料用米、麦、大豆など戦略作物の本作化とともに、地域の特色を
活かした魅力的な産地づくり、高収益作物の導入・定着等を進め、水田のフ
ル活用を図る水田活用の直接支払交付金を実施しています。

令和６年度経営所得安定対策等交付金の
申請受付が始まります。
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田
植
お
え　

気
分
も
あ
ら
た　

又
や
る
ゾ

（
益
田
市　
　
　

野
村　

芳
子
さ
ん
）

チ
コ
に
聞
く
？　

苗
植
え
る
の
に　

な
ぜ
田
植
え
…
（
益
田
市　
　
　

岡
﨑
美
千
穂
さ
ん
）

田
植
え
し
て　

た
ん
ぼ
に
転
ん
で　

大
笑
い

（
益
田
市　
　

小
笠
原
か
よ
み
さ
ん
）

鼻
歌
で　

ド
ラ
イ
ブ
気
分　

今い

ま風
田
植
え

（
益
田
市　
　
　

岡
﨑　

雄
一
さ
ん
）

そ
の
昔　

田
植
は
手
足
の　

大
仕
事

（
益
田
市　
　
　

喜
村　

信
江
さ
ん
）

田
植
さ
え　

昔
手
植
え
で　

今
機
械

（
益
田
市　
　
　

椋　

貴
美
子
さ
ん
）

ケ
タ
つ
な
ぎ　

昔
の
田
植
え　

ワ
イ
ワ
イ
と

（
益
田
市　
　
　

澁
谷
美
保
子
さ
ん
）

早
乙
女
の　

光
る
汗
と
の　

田
植
え
か
な

（
益
田
市　
　
　

加
藤　

富
之
さ
ん
）

秋
祭
り　

田
植
え
囃
で　

盛
り
あ
が
り

（
益
田
市　
　
　

若
林　

和
紀
さ
ん
）

田
植
え
す
る　

秋
の
豊
作　

祈
り
つ
つ

（
益
田
市　
　
　

藤
井
キ
ヨ
コ
さ
ん
）

合
の
手
を　

入
れ
し
田
植
え
が　

な
つ
か
し
い
（
益
田
市　
　
　

大
谷　

恭
子
さ
ん
）

安
い
米　

田
植
の
力
も　

萎
え
て
来
る

（
益
田
市　
　
　

村
上
登
美
子
さ
ん
）

八
十
路
す
ぎ　

今
も
楽
し
み　

田
植
時

（
益
田
市　
　
　

髙
瀬　

恵
子
さ
ん
）

田
植
え
に
は　

三
角
定
規　

な
つ
か
し
い

（
益
田
市　
　
　

両
見
か
す
み
さ
ん
）

泥
落
し　

田
植
え
お
わ
り
て　

か
し
わ
も
ち

（
益
田
市　
　
　

宅
野
ミ
ツ
代
さ
ん
）

田
植
え
終
え　

蛙
の
合
唱　

始
ま
り
ぬ

（
益
田
市　
　
　

柳
井　

文
江
さ
ん
）

田
植
え
機　

い
ず
れ
操
作
は　

パ
ソ
コ
ン
で

（
益
田
市　
　
　

齋
藤　

照
平
さ
ん
）

田
植
え
に
は　

家
族
総
出　

猫
の
手
い
る
？

（
益
田
市　
　

佐
々
木
い
さ
子
さ
ん
）

田
植
え
す
る　

早さ
お
と
め

乙
女
姿　

思
い
出
す

（
津
和
野
町　
　

大
井　
　

守
さ
ん
）

お
に
ぎ
り
を　

持
っ
て
総
出
で　

初
田
植
え

（
津
和
野
町　
　

潮　
　

恵
子
さ
ん
）

田
植
時ど
き　

水
取
り
合
戦　

今
い
ま
む
か
し昔　

（
津
和
野
町　
　

大
羽　

克
巳
さ
ん
）

腰
ま
げ
て　

田
植
す
が
た
が　

目
に
見
え
る

（
津
和
野
町　
　

豊
田　

往
野
さ
ん
）

台
風
よ　

来
る
な
と
願
い　

田
植
え
す
る

（
津
和
野
町　
　

斎
藤　

久
衛
さ
ん
）

五
月
晴
れ　

家
族
総
出
で　

田
植
え
す
る

（
津
和
野
町　
　

桑
原
八
惠
子
さ
ん
）

母
は
田
ぐ
つ　

ぼ
く
は
運
動
ぐ
つ

（
津
和
野
町　
　

日
熊　
　

隆
さ
ん
）

子
や
孫
で　

棚
田
賑
わ
う　

田
植
え
祭

（
津
和
野
町　
　

中
野　

健
二
さ
ん
）

今
年
も　

頼
む
よ
田
植
え
機　

い
つ
ま
で
も

（
津
和
野
町　
　

古
山　

包
子
さ
ん
）

昭
和
期
に　

素
足
で
入
る　

田
植
か
な

（
吉
賀
町　
　
　

田
村　

民
子
さ
ん
）

代
か
き
の　

後
追
う
カ
ラ
ス　

30
羽

（
吉
賀
町　
　
　

竹
中　

和
博
さ
ん
）

苗
取
り
や　

定
じ
ょ
う

規ぎ

で
の
田
植
え
を　

思
い
出
し
（
吉
賀
町　
　
　

安
冨　

亮
子
さ
ん
）

今
機
械　

若
き
日
の
田
植
え　

辛
か
っ
た

（
吉
賀
町　
　
　

中
村
恵
己
子
さ
ん
）

７
月
の
お
題
は「
土
用
の
丑
の
日
」で
す

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

お
題
「
田
植
え
」

●葉書に　川柳、住所、氏名、電話番号をご記入ください。●締切　令和６年６月15日（当日消印有効）
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね�西いわみ地区本部�企画総務部�総務ふれあい課

川　　柳
応募方法

月 日 時 間 地 区 場　　所

６/３（月）10：00～美 都美都事業所会議室
13：30～真 砂真砂事務所

６/４（火）
９：30～美 濃美濃公民館
11：00～二 条二条事務所会議室
13：30～中 西中西事業所会議室

６/５（水）

13：30～益田東益田東支店２階会議室
９：00～津和野山下倉庫前
10：30～津和野倉増氏圃場前
13：30～日 原日原コイン精米所前

月 日 時 間 地 区 場　　所

６/７（金）

９：30～西益田小俣賀ゲートボール場
11：00～西益田白岩多目的集落センター
13：30～西益田向横田　椋木氏ハウス付近
15：00～西益田大滝集会所前
９：30～六日市 六日市カントリーエレベーター
10：00～柿 木白谷公民館
11：00～六日市朝倉東営農組合作業場
13：30～六日市広石上集落営農組合作業場
13：30～六日市樋口地区集会所前

令和6年産米  中干し講習会スケジュール

安田・鎌手・北仙道・種地区については、
益田東支店２階会議室の１会場となります。
匹見地区については、別途ご案内します。

【お詫びと訂正】
しまねびより４月号において、掲載記事に誤りがありました。お詫び申し上げるとともに訂正させていただきます。
20ページ「バケツ稲の取り組みを表彰」　（誤）益田南小学校→（正）吉田南小学校
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西いわみ地区本部からのおしらせ

☎

年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証書等をお持ちいただくと、より具体的な相談ができます。はじ
めての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。ぜひ会場にお
越しください。

西いわみ地区本部 西いわみ統括支店 金融課
年金相談センター（0856-22-8680）は、

平日（8:45～17:00）いつでもご相談いただけます。

６月の無料年金相談会～お気軽にご相談を～

６月の年金相談会

６月20日（木）西益田支店
10：00～19：00　JA年金相談員※日程・社会保険労務士は変更になる場合があります。
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